
令和７年10月１日（水）

日向保健所運営協議会

日向保健所健康づくり課健康管理担当
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地域・職域連携推進事業

について
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はじめに
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日本の健康政策における法整備

出典：地域・職域連携推進ガイドライン（R1.9）
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地域・職域連携推進事業の意義

出典：地域・職域連携推進ガイドライン（R1.9）
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二次医療圏協議会の役割・今後の方向性

出典：地域・職域連携推進ガイドライン（R1.9）

○ 二次医療圏固有の健康課題の明確化

○ 共通認識として明確化された健康課題に対して、各構成機関・団体として

担える役割の確認と推進

○ 健康づくりに関する社会資源の情報交換、有効活用、連携、調整

○ 健康に影響を及ぼす地域の環境要因に関する情報交換、方策の協議、調整

○ 具体的な事業の企画・実施・評価等の推進及び事業に関する広報



日向入郷地域・職域連携推進

協議会での取組
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日向入郷地域・職域連携推進協議会の概要

平成１９年度から事業開始

地域・職域で蓄積した保健事業の方策を互いに提供し合い、連携した対策を講じ、

県民の生涯を通じた継続的な保健サービスが提供できる体制の構築を図る。
目的

・宮崎県農業協同組合日向地区本部

・門川漁業協同組合

・東臼杵郡地域婦人連絡協議会

・日向市食生活改善推進協議会

・延岡労働基準監督署

・日向市健康増進課

・門川町町民健康課

・諸塚村住民生活課

・椎葉村福祉保健課

・美郷町健康福祉課

・日向市東臼杵郡医師会

・日向市・東臼杵郡歯科医師会

・宮崎県栄養士会日向事業部

・日向市・東臼杵郡薬剤師会

・旭化成（株）健康経営推進室

延岡健康経営支援センター

・全国健康保険協会宮崎支部

・公益財団法人宮崎県健康づくり協会

延岡事業所

・宮崎産業保健総合支援センター

・日向商工会議所

委員

R7.4.1～

R10.3.31
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当協議会のこれまでの取組：平成23～30年度

取組内容テーマ課題

歯の健康平成23～25年度

・肥満対策の
リーフレット作成
・運動に関する講演会の
開催

肥満対策
（健康みやざき21の
「めざせ適正体重」に

つなげる）

全国と比較して
県内の肥満が多い

平成26年度

・肥満対策の
リーフレット配布

平成27年度

・肥満対策の評価
・各団体等における
運動の取組状況の
整理

平成28年度

・職域を対象とした
アンケート調査票の
作成食事からの健康づくり

目指す姿：
高血圧の人を減らす

成人・小児の
肥満出現率が高い

平成29年度

・研修会の開催
・アンケート調査の
実施

平成30年度
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当協議会のこれまでの取組：令和元～5年度

取組内容テーマ課題

・へらしお研修会の開催
・ベジ活・へらしおレシピ集、
リーフレット等の配布

食事からの健康づくり
目指す姿：

高血圧の人を減らす

・全国と比較して
県内の肥満が多い
成人・小児の

肥満出現率が高い

・食塩摂取量が増加傾向

令和元年度

・へらしお研修会の開催
・各団体の取組計画・状況に
ついて共有
・リーフレット等の配布、広
報誌への掲載

令和2年度

・各団体の取組状況の共有
・リーフレット等の配布

令和3年度

・スーパーでの普及啓発
・ベジ活・へらしおについて
広報誌に掲載

令和4年度

・スーパーでの普及啓発
・委員へ健康づくりに関する
情報発信

令和5年度
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令和６年度以降の取組計画

長期目標
・収縮期血圧の平均値を下げる
・BMIが２５以上の人の割合を減らす

短期目標
・１日平均食塩摂取量を減らす
・１日平均歩数を増やす

・生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している人の割合

を減らす

・喫煙率を減らす

期 間：令和６年度～令和１１年度
テーマ：肥満、高血圧対策
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協議会で取り組む共通テーマ

飲酒適塩

適塩

適塩

適塩

適塩

運動

運動

喫煙

R７：

R８：

R９：

R１０：

R１１：

協議会で取り組む共通テーマ（R７～R１１）

運動 飲酒 喫煙

飲酒 喫煙

喫煙

運動 飲酒

運動 喫煙飲酒
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趣旨

本県では、健康みやざき行動計画（第３次）の基準値における、食塩を
取り過ぎている人の割合が男女ともに8割を超えている。
日向保健所管内においては、男女ともに9割を超えている。

日向入郷地域・職域連携推進協議会５か年活動計画評価（R1～R5）
では、「高血圧の人を減らす」という指標で悪化傾向となる市町村が
多い。

働き世代を対象に、塩分を取り過ぎていることの気づきを与えるとと
もに、日向入郷地域の働き世代の状況について分析し、適塩に繋がる
食環境づくりを推進する。

現状

目的
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活動内容

１．働き世代の塩分摂取状況調査

対象者 ： 日向保健所管内に勤める働き世代

対象人数：最低100名

日 程 ： 令和７年１０月以降の健康診断実施日

場 所 ： 日向保健所

実施内容

10～12月
・健康づくり協会が実施する健康診断の際、健診受診者へ塩分チェックシート
を配布、回答をお願い。（事務局主体で実施）
※塩分チェックシートは、社会医療法人製鉄記念八幡病院に許可を得て使用
・対象者の回答情報を控え、チェックシートは対象者へ返却

1～3月
・収集した情報を集計・分析
・今後の適塩の取組について検討

次年度の協議会で結果報告
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活動内容

2．健康情報コーナーの設置

対象者 ： 各団体の職員

日 程 ： 令和７年度～令和１１年度まで

場 所 ： 協議会構成団体等

実施内容

・適塩、運動、飲酒、喫煙のそれぞれの共通テーマに沿って、のぼり旗やポスター、
リーフレット等の設置
・令和７年度は「適塩」に関する健康情報コーナーを設ける

適塩ポスター（B3版） 適塩のぼり旗（大）（小） 適塩リーフレット 適塩卓上POP



態度・意識・行動

ロジックモデル：適塩における取組評価

個別施策
アウトプット

（施策の実況の指標、実現や
達成をめざす目標）

中間アウトカム（対象とする人の変化） アウトカム

収
縮
期
血
圧
の
平
均
値
を
下
げ
る

B
M
I

が
25
以
上
の
人
の
割
合
を
減
ら
す

1日食塩摂取量
を減らす

職員に対する
啓発・情報提供

塩分摂取状況調査実施数、
参加者数

啓発・情報提供に取り組む
団体数

減塩を意識している
者の増加

1日平均歩数を
増やす

生活習慣病の
リスクを高める
量を飲酒して
いる人の割合
を減らす

喫煙率を減ら
す

塩分量の多い食品を
知っている者の増加

減塩商品を選ぶ人の
増加

適塩行動をする者の
増加

栄養成分表示を活
用する者の増加

塩分摂取状況
調査

食塩相当量の目標
量を知る者の増加

資材配布数

働き世代の塩分摂取状況調査を通じて、食塩摂取量が高い要因
（態度・意識・行動）を分析し、次年度以降の取組に反映させる。


